
こども・若者の生活状況に関する 

調査ご協力のお願い

常滑市では現在、「（仮称）常滑市こども計画」を策定しています。 

この計画は、こどもや若者のみなさんが、体も心も健康で幸せにすごすことができるように、

市としてどんなことに取り組んでいくかをまとめるもので、令和９年４月からの計画となる予定

です。計画策定にあたり、実際に常滑市で暮らしているみなさんの声を聞き、取組みに役立て

ていきたいと考えています。 

学校や職場での生活のこと、普段の暮らしのこと、困っていること、こうなったらいいなと思

うことなど、ぜひあなたの声を聞かせてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2026 

ご回答はこちらから！ 

2/20（金） 

《回答しめきり》 

URL：https// 

ＱＲコード 

左の二次元コードを、スマホまたは 

タブレットで読み取ってください！ 

※回答はひとりにつき１回です 

常滑市 こども健康部 子育て支援課 

電話 0569-47-6150 ／FAX 0569-35-7879 

メールアドレス koshien@city.tokoname.lg.jp 

お問い合わせ先 

資料５ 



 

アンケートで答えていただいた意見は… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こども基本法」を知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

「こどもの権利条約」を知っていますか？ 

 

 

 

 

令和９年度から開始する「（仮称）常滑市こども計画」をつくるためにいかします。 

この計画は、常滑市で暮らすすべてのこどもや若者、子育てをしている人たちが、体も心も健康で幸せ

にすごすことができる「こどもまんなか社会」に向けた支援の方向性を総合的に取りまとめた計画です。子

育て支援者や若者支援者、教育関係者などで構成する会議や市役所内で話し合いながら策定します。その

時に、みなさんから頂いた回答を、こども・若者当事者の意見として参考にします。 

「（仮称）常滑市こども計画」をつくるために活用します！ 

こんなサポートが 

あればいいなぁ… 

こんなことに 

困っています… 

常滑市がこんなまちに

なったらいいな！ 

こどもの権利は 

守られていますか？ 

市にこんなことを 

言いたい！ 

お願いしたい！ 

こども・若者が自分らしく幸せに成長でき、安心して暮らしていけるよう、全国すべてのまちが、こどもや

若者のみなさんにとって何が最も良いことかを一番に考え、みなさんの意見を聞きながら、様々な取組み

を進めていくため、令和５年にできた法律です。こどもを「保護の対象」としてだけでなく、「意見をもつ大

切な一人の人」として尊重することを定めています。 

この法律をもとに、国や自治体はこども・若者の声を聞き、支援の仕組みを整えていくことが求められて

います。 

「こどもの権利条約」は、世界のすべてのこどもが、幸せに生き、成長するための権利を守るための国際

的な条約です。 

日本もこの条約を守る国の一つとして、こどもが自分の意見を言い、安全で安心に暮らせるよう取り組

んでおり、この考えをもとに上記の「こども基本法」が制定されました。 



常滑市 こども・若者の生活状況に関する調査のお願い［15～39 歳用］ 

日頃から常滑市の子育て支援・学校教育等へ多大なご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。常滑市では、より安心してこども・若者が暮らしてくための取組みを検討するに

あたり、常滑市に住む 15～39 歳の方を対象に、皆さんの普段の生活や考えを把握するため

にアンケート調査を実施することとしました。 

なお、本調査結果は統計的に処理し、常滑市のこども・若者を支援するための取組みの検

討のみに利用いたします。回答者個人が特定されたり、他の目的に利用することは一切ご

ざいません。 

お忙しい中、恐縮ではございますが、皆様のご回答を市のこども・若者支援の充実につな

げていきたいと考えておりますので、調査にご協力をお願いいたします。 

令和８年２月   常滑市長 伊藤辰矢 

 

ご回答の前にお読みください 

■この調査は、お名前をお書きいただく必要はありません。 

■ここで回答いただいた内容は、事業や施設の検討において参考にいたします。回答は統計的に処理さ

れ、個人が特定されることはありません。 

■ご回答は、質問番号の順に回答の番号を選択してください。 

■「その他」に〇をつけた場合は、その内容を具体的にご回答ください。 

 

提出期限：令和８年２月 20 日（金）まで 

 

調査に関するお問い合わせ先 

常滑市 こども健康部 子育て支援課 

電話：0569-47-6150  ＦＡＸ：0569-35-7879 

メールアドレス：koshien@city.tokoname.lg.jp 

  

mailto:koshien@city.tokoname.lg.jp


回答時間の目安は、約 10～15 分です。お手数ですが、大切な調査ですので、ぜひ最後までご回答をお願

いします。 

 

１．あなたについて 

問１ あなたの年齢をお答えください。（数字を記入） 

（        ）歳 ※令和８年２月１日現在 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（１つに〇） 

１．男     ２．女 

３．その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない） 

 

問３ お住まいの学校区をお答えください。（１つに〇） 

１．青海中学校区 

２．鬼崎中学校区 

３．常滑中学校区 

４．南陵中学校区 

 

問４ あなたは結婚していますか。（１つに〇） 

１．結婚できる年齢（18歳）に達していない ２．結婚している（事実婚を含む） 

３．結婚したことはない 

４．結婚したことはあるが、今はそうではない（別居中含む） 

 

問５ あなたが最後に卒業（中退を含む）した学校はどこですか。在学中のかたは、現在在学し

ている学校をお答えください。（１つに〇） 

１．中学校     ２．高等学校  

３．専修学校・専門学校   ４．高等専門学校・短期大学 

５．大学・大学院    ６．その他（             ） 

 

問６ あなたの現在の職業をお答えください。（１つに〇） 

１．生徒・学生（予備校生などを含む）  ２．パート・アルバイト 

３．派遣社員     ４．契約社員・嘱託 

５．正規の社員・職員・従業員   ６．会社などの役員 

７．自営業・自由業    ８．家族従業者・内職 

９．専業主婦・主夫    10．家事手伝い 

11．無職（仕事を探している）   12．無職（仕事を探していない） 

13．その他（               ） 

 

 

  



２．普段の生活について 

★問７ 全体として、あなたはあなたの最近の生活全般に、どのくらい満足していますか。「０」

は「まったく満足していない」ことを、「10」は「十分に満足している」ことを意味します。「０」

～「10」までであてはまる番号をお答えください。（１つに○） 

まったく満足していない     十分に満足している 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

 

問８ 今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所など）になっている

場所はどこですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．自分の部屋     ２．家庭（実家や親族の家を含む） 

３．学校（卒業した学校を含む）  ４．職場（過去の職場を含む） 

５．地域の施設など（現在住んでいる場所の図書館、公民館、公園など） 

６．インターネット空間（ＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅやオンラインゲームなど） 

７．その他（          ） 

８．そのような場所はない 

 

問９ 居場所としてどのような場所があると良いですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．信頼できる人、味方になってくれる人がいる ２．ありのまま、素のままでいられる 

３．くつろげる環境が整っていて、ひとりで居ても気にならない 

４．話を聴いてくれる    ５．身近にある 

６．行くきっかけがあり、自分の役割がある ７．いつでも行きたい時に行ける 

８．いろんな人と出会える、気の合う人がいる ９．好きなこと、やりたいことができる 

10．自分の意見を言える、聴いてもらえる 11．新しいことを学ぶことができる 

12．勉強や宿題ができる   13．食事をすることができる 

14．その他（      ） 15．特にない 

 

★問10 あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験があり

ましたか。または、現在、社会生活や日常生活を円滑に送れていない状況がありますか。最もあ

てはまるものを選んでください。（１つに〇） 

１．今までに経験があった（または、現在ある） ２．どちらかといえば、あった（ある） 

３．どちらかといえば、なかった（ない） ４．なかった（ない） 

５．わからない、答えられない 

  



３．あなたの気持ちや考えについて 

問11 あなたの気持ちや考えについて、もっとも近いものに○をつけてください。（それぞれ１

つに〇） 

 

あてはまる 

どちらかと

いえばあて

はまる 

どちらかと

いえばあて

はまらない 

あてはまら

ない 

★①今の自分が好きだ １ ２ ３ ４ 

②親（保護者）から愛されていると思う １ ２ ３ ４ 

★③自分には自分らしさというものがあ

ると思う 
１ ２ ３ ４ 

④自分は役に立たないと強く感じる １ ２ ３ ４ 

 

★問12 あなたは、だれとでもすぐに仲良くなれる方ですか。（１つに○） 

１．そう思う     ２．どちらかといえば、そう思う 

３．どちらかといえば、そう思わない  ４．そう思わない 

５．わからない 

 

問13 あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。（１つに○） 

１．決してない    ２．ほとんどない 

３．たまにある    ４．時々ある 

５．しばしばある・常にある 

 

問14 現在、悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．友だち関係のこと    ２．家族関係のこと 

３．勉強や進学のこと    ４．学校生活のこと 

５．仕事や就職のこと    ６．お金のこと 

７．自分の健康のこと    ８．自分の性格のこと 

９．自分の見た目（容姿・体形等）のこと 10．恋愛や結婚のこと 

11．性のこと     12．家族の健康や介護のこと 

13．政治や社会のこと    14．将来のこと 

15．よくわからない不安   16．その他（            ） 

17．特に悩みや不安はない 

  



★問15 あなたにとって、困ったときに助けてくれる人は誰ですか（あてはまるものすべてに

○） 

１．親     ２．きょうだい 

３．祖父母    ４．友人・知人 

５．学校の先生    ６．保健室の先生 

７．スクールカウンセラー  ８．塾や習い事の先生 

９．職場の同僚や上司   10．恋人や配偶者 

11．病院の先生    12．インターネットのチャット・掲示板 

13．ＬＩＮＥやＸなどのＳＮＳ  14．その他（              ） 

15．そのような人はいない 

 

問16 あなたは、悩みや不安を感じたときに、家族や知り合い以外に相談するとすれば、どの

ような人や場所なら、相談したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．匿名で（自分が誰かを知られずに）相談できる 

２．相手が同じ悩みをもっている、持っていたことがある 

３．相手が同世代である   ４．相手が同性である 

５．電話で相談できる    ６．ＳＮＳやメールで相談できる 

７．曜日・時間帯を気にせず相談できる  ８．相談できる場所が自宅から近い 

９．相手が自宅に来てくれる   10．無料で相談できる 

11．相手先が公的な相談機関である 

12．相手が民間の支援機関（ＮＰＯ法人など）である 

13．相手が医師である 

14．相手がカウンセラーなど心理学の専門家である 

15．その他（          ） 

16．誰にも相談したくない 

 

問17 あなたは、「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（１つに○） 

１．そう思う    ２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない ４．そう思わない 

 

★問18 あなたは、自分の将来について明るい希望を持っていますか。（１つに○） 

１．希望がある    ２．どちらかといえば希望がある 

３．どちらかといえば希望がない ４．希望がない 

  



問19 将来に対して、特にどのようなことに不安を感じますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．進路・進学のこと   ２．就職・仕事のこと 

３．お金のこと    ４．親のこと 

５．自分の健康のこと   ６．結婚のこと 

７．生きがいのこと   ８．友だちなどの人間関係のこと 

９．世の中のできごとのこと  10．孤立やひきこもりのこと 

11．その他（          ） 

12．よくわからない不安 

 

問４で「１．結婚できる年齢（18歳）に達していない」「３．結婚したことはない」「４．結婚したことは

あるが、今はそうではない（別居中含む）」と答えた人（未婚の人）にお尋ねします。 

問20 あなたは将来、結婚したいですか。（１つに○） 

１．結婚したい     ≪問21へ≫ 

２．どちらかといえば結婚したい  ≪問21へ≫ 

３．どちらかといえば結婚したくない  ≪問20-１へ≫ 

４．したくない     ≪問20-１へ≫ 

５．わからない     ≪問21へ≫ 

 

問20で「３．どちらかといえば結婚したくない」「４．したくない」と答えた人にお尋ねします。 

問20-1 あなたが結婚をしたくない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．結婚の必要性を感じないから 

２．他人と一緒にいることが面倒、わずらわしいと感じるから 

３．自分が誰かを幸せにできるとは思えないから 

４．仕事や趣味など、自分のやりたいことがあるから 

５．自分で使えるお金や時間が減りそうだから 

６．自分の収入等経済的に不安があるから 

７．年齢を理由に結婚を考えていないから 

８．改姓したくないから 

９．親と一緒に生活したいから 

10．親や親族の介護等があるから 

11．その他（                                    ） 

 

問21 あなたは行政に対してどのような結婚支援サービスを期待しますか。（あてはまるものす

べてに○） 

１．出会いの機会を創出するイベントの開催 ２．結婚希望者を登録して行う引き合わせ 

３．結婚に関する個別相談   ４．結婚サイトやアプリ等による情報提供 

５．コミュニケーションや家事などのセミナー・講座の開催 

６．その他（                                    ） 

７．特にない 



問22 あなたは将来、こどもを持ちたいと思いますか。（１つに○） 

１．こどもを持ちたい    ２．どちらかといえばこどもを持ちたい 

３．どちらかといえばこどもを持ちたくない ４．こどもを持ちたくない 

５．わからない     ６．すでにこどもがいる 

 

４．市の取組みについて 

問23 あなたは、最近３か月程度の間に、常滑市から発信される情報を閲覧しましたか。（あて

はまるものすべてに○） 

１．広報とこなめ    ２．町内会の回覧板 

３．市公式ホームページ   ４．市公式ＬＩＮＥ 

５．市公式Ｘ     ６．市公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ 

７．どれも見ていない 

 

★問24 あなたは、常滑市において、結婚、妊娠、こども・子育てに温かい社会の実現に向かっ

ていると思いますか。（１つに○） 

１．向かっていると思う   ２．どちらかといえば向かっていると思う 

３．どちらかといえば向かっていると思わない ４．向かっていると思わない 

 

問25 あなたは「ヤングケアラー」という言葉を知っていますか。（１つに○） 

※「ヤングケアラー」とは、家族の介護やその他の日常生活上の世話を過度に行うことで、こども（18

歳未満）においてはこどもとしての健やかな成長・発達に必要な時間（遊び・勉強等）を、若者（18

歳～39 歳）においては自立に向けた移行期として必要な時間（勉強・就職準備等）を奪われたり、ケ

アに伴い身体的・精神的負荷が生じ、負担が重い状態になっているこども・若者を「ヤングケアラー」

といいます。 

 

１．内容まで詳しく知っている   ２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある ４．聞いたことがない 

 

★問26 あなたは、常滑市において、「こどもまんなか社会」の実現に向かっていると思います

か。（１つに○） 

※「こどもまんなか社会」とは、常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組み・・政策

を我が国社会の真ん中に据えることで、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活

を送ることができる社会のことです。 

 

１．向かっていると思う   ２．どちらかといえば向かっていると思う 

３．どちらかといえば向かっていると思わない ４．向かっていると思わない 

５．わからない 

  



★問27 あなたは、常滑市の取組みにおいて、こども・若者の意見を聞いてもらえていると思

いますか。（１つに○） 

１．聞いてもらえていると思う 

２．どちらかといえば聞いてもらえていると思う 

３．あまり聞いてもらえていないと思う 

４．まったく聞いてもらえていないと思う 

５．わからない 

 

問28 あなたは、常滑市の取組みに対して、自分の意見や思いを伝えたいと思いますか。（１つ

に○） 

１．そう思う   ≪問28-１へ≫ ２．ややそう思う ≪問28-１へ≫ 

３．あまり思わない  ≪問29へ≫ ４．思わない  ≪問29へ≫ 

５．伝えたい意見はない ≪問29へ≫ 

 

問28で「１．そう思う」「２．ややそう思う」と答えた人にお尋ねします。 

問28-１ どんなことを伝えたいですか。（自由記述） 

 

 

問29 あなたは、今後も常滑市に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

１．住み続けたい     ≪問30へ≫ 

２．県内の他の市町村へ転居したい   ≪問29-１へ≫ 

３．県外へ転居したい     ≪問29-１へ≫ 

４．その他（     ） ≪問30へ≫ 

５．わからない      ≪問30へ≫ 

 

問29で「２．県内の他の市町村へ転居したい」「３．県外へ転居したい」と答えた人にお尋ねします。 

問29-１ どのような常滑市であれば、住み続けたいと思いますか。（あてはまるものすべてに

○） 

１．自然があって、リラックスできる 

２．若い人が活躍できるチャンスがある 

３．学校や学びの環境が整っている 

４．友達と集まれる場所や遊べるところがある 

５．困ったときに相談できる人がいる 

６．多様な人に出会えて、人間関係を築ける 

７．地元でやりたい仕事や進みたい道がみつけられる 

８．その他（          ） 

 

  



問30 あなたは、こども・若者のために、これから常滑市に必要な取組みは何だと思いますか。

（３つまで〇） 

１．お金の心配をすることなく学べる（進学・塾に行く）支援 

２．就職に向けた相談やサポート体制の充実 

３．技術や資格取得の支援 

４．イベントやボランティアなどの自主的な活動の支援 

５．こどもや若者同士が集まったりして自由に過ごせる場の設置 

６．自分の意見を伝えたり、政策づくりに参画できる機会の創出 

７．困難を抱えるこども・若者の包括的な支援体制の整備 

８．参加したり過ごしたりできる場やイベントなどの情報提供 

９．その他（          ） 

10．特にない 

 

５．こどもの権利について 

問31 あなたは、「こどもの権利」について知っていますか。（１つに○） 

※・「こどもの権利」とは、こどもが大人と同じく一人の人間として持つ権利であり、安心して生活でき

ること、自由に意見を言ったり活動したりできることなどが含まれます。 

 

１．内容まで詳しく知っている   ２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある ４．聞いたことがない 

 

問32 あなたは、常滑市において、こどもの権利が十分に尊重されていると思いますか。（１つ

に○） 

１．とても尊重されていると思う  ２．どちらかといえば尊重されていると思う 

３．どちらかといえば尊重されていると思わない ４．まったく尊重されていると思わない 

５．わからない 

 

問33 あなたは、「こどもの権利」を守るために、どのような仕組みがあると良いと思いま

すか。（３つまで〇） 

１．こどもに「こどもの権利」について学校等で教える 

２．市民に広く「こどもの権利」について周知する 

３．こどもが困ったことや大人に伝えたいことを、伝えるサポートをしてくれる人材を育成する 

４．こどもが困ったときに電話、ＳＮＳ、メールなどで相談できる場をつくる 

５．こどもが困ったときにだれにも知られず相談できる場所を地域につくる 

６．こどもが国や社会に意見を伝える方法を学ぶ機会をつくる 

７．こども議会など、行政に対してこどもが意見を言える仕組みをつくる 

８．その他（                                    ） 

９．わからない 

  



★問34 あなたは、日本の将来は明るいと思いますか。（１つに○） 

１．明るい     ２．どちらかといえば明るい 

３．どちらかといえば暗い   ４．暗い 

５．わからない 

 

自由回答 最後に、今現在または将来にかけて常滑市はどんなまちになってほしいですか。あ

なたが今生活する中で常滑市にあったらいいなと思うことは何ですか。ご自由に記入してくだ

さい。 

 

 

以上で質問は終わりです。最後までご回答いただき、ありがとうございました。 

 


